
事後審査型条件付き一般競争入札における積算明細書の作成方法の統一について 

 

 栃木市の事後審査型条件付き一般競争入札では、落札候補者に対して、入札参加資格確認

申請書（事後審査申請）の提出の際の添付資料として、「積算明細書」の提出をお願いして

おりますが、平成２５年９月２０日開札分（８月３０日公告）から、受注者、発注者双方の

事務の効率化等を図るため、積算明細書の作成方法を次のとおり統一しますので、お知らせ

します。 

 

〈積算明細書の作成方法〉 

●次のア、イのいずれかの方法による。 

 

ア 積算明細書（市指定様式）、又は自社の様式に、単価抜き設計書と同一項目を転記し、

積算金額を入力の上、表紙に社判を押印し、提出する。 

（注１参照） 

 

イ 単価抜き設計書に手書きにより積算金額を記入し、表紙に社判押印等の上で提出する。 

（詳細は、   以下を参照） 

 

 注１ 積算明細書には、直接工事費の明細以外に、共通仮設費、現場管理費、一般管理費 

等の経費まで単価抜き設計書と同様に転記の上、工事価格計も記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈単価抜き設計書に手書きする場合の具体的な作成方法〉 

●作成手順 

（１）入札情報公開システムから単価抜き設計書をダウンロード、印刷する。 

 

（２）全ての項目の「単価」及び「金額」の欄に自社の積算金額を手書きで記載する。 

 

（３）表紙に所在地、会社名、代表者名及び積算責任者氏名、検算者氏名を記載の上、社判 

  を押印し、提出する。 

  



●表紙（所在地、会社名、代表取締役氏名等は押印（いわゆる横判）でも構いません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●金額の記載 

 次のとおりとし、単価も含めて金額を記載してください。 

  土木・・・設計書の本工事内訳表の全ての項目 

  建築・・・設計書の工事内訳、種目別内訳、科目別内訳、中科目別内訳、細目別内訳 

       の全ての項目 

  水道・・・設計書の「１式当たり明細表」までの全ての項目 

 

●その他留意事項 

（１）端数切り捨てをする場合 

   数字を二重線で見え消しして、同じ欄内に切り捨てた後の数字を記載してください。 

（２）入札時に提出した積算内訳書との整合 

   入札時の積算内訳書において、直接工事費の内訳の金額で端数を調整している場合 

  には、積算明細書の作成においても同じように端数を調整し、金額を整合させてくだ 

さい。 

（３）提出前の検算の実施 

   手書きによる金額記載となりますので、提出前に積算責任者と別の方が必ず検算を 

  行ってください。 

（４）印刷方法 

   原則、Ａ４版・両面印刷（長編とじ） 

    ※ＰＤＦの印刷の際に、「用紙の両面に印刷」及び「長編を綴じる」を選択して 

     ください。 

    ※片面印刷でも提出可です。 


